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◆役員室 /事業推進本部 /総務部 ・・・・・・・・・・ 03-3432-5295
◆地域環境資源研究所
◆集落排水部　　　　企画調整班 ・・・・・・・・・ 03-3432-6282

設計審査班 ・・・・・・・・・ 03-3432-6289
開発普及班 ・・・・・・・・・ 03-3432-6284
３Ｆ分室 ・・・・・・・・・・ 03-3432-6286

◆バイオマス技術部　バイオマスT・・・・・・・・・ 03-3432-6285

◆農村環境部　　　　環境計画班 ・・・・・・・・・ 03-5425-2461
環境技術班 ・・・・・・・・・ 　　　〃　　　　
環境保全班 ・・・・・・・・・ 　　　〃　　　　

◆FAX：03-5425-2466（総務部）
03-3432-0743（集落排水部・バイオマス技術部・農村環境部）
03-3432-8677（集落排水部３Ｆ分室）

◆E-mail：int1@jarus.or.jp　◆HP：https://www.jarus.or.jp/

一般社団法人　地域環境資源センタ－
The Japan Association of Rural Solution for Environmental

Conservation and Resource Recycling

〒105-0004 東京都港区新橋5-34-4　農業土木会館内
TEL ： 03-3432-5295　FAX ： 03-5425-2466

E-mail：int1@jarus.or.jp
https://www.jarus.or.jp/

各部へのお問い合わせ先

各担当班はダイヤルインで直接つながります
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01	 巻頭言　�農業・農村政策と環境政策の融合�
〜環境配慮を農業の持続性、まちづくりに生かしていく〜

一般社団法人地域資源研究センター　理事（丹波篠山市　農都環境政策官）　�田代　優秋

特　　集

04	 �中山間地域等直接支払制度　〜第６期対策スタート〜
農林水産省農村振興局　農村政策部地域振興課　直接支払企画係長　�榊原　拓実

07	 �「自然共生サイト」と地域生物多様性増進法について
環境省自然環境局自然環境計画課　地域ネイチャーポジティブ推進室　専門官　�佐々木　優

11	 �世界農業遺産「琵琶湖システム」における「魚のゆりかご水田」　�
〜森・里・湖（うみ）に育まれる漁業と農業が織りなす琵琶湖システム〜

滋賀県農政水産部農村振興課　主査　�西田　阿斗

14	 �田んぼ周りに生える植物にみる、近年の変化の例
自然科学ライター・気象予報士　�岩槻　秀明

18	 �山ざとの農と暮らしはなぜ必要か？�
〜川谷もよりの取り組みと「人間の安全保障」からの問いかけ〜

新潟県上越市川谷もよりの将来をみんなで考える会　�三輪　芳和

集落排水編

23	 �維持管理適正化計画作成のすすめ�
〜農業集落排水施設を次世代につなぐための最適解〜

（一社）地域環境資源センター　集落排水部上席研究員（総括）　�茂田　　剛

バイオマス編

27	 �『汚泥肥料の肥効見える化アプリ』の開発について
農研機構　農業環境研究部門　土壌環境管理研究領域　上級研究員　�井原　啓貴

農研機構　農村工学研究部門　資源利用研究領域　�中村　真人
同 　　　　　　　　　　　�折立　文子
同 　　　　　　　　　　　�藤田　　睦

土木研究所　先端材料資源研究センター　�阿部　千雅
同 　　　　　　　　　�宮本　豊尚
同 　　　　　　　　　�髙橋　啓太

京都大学　大学院地球環境学堂　�日高　　平

31	 �農業集落排水汚泥の肥料化における脱炭素効果の可視化
農林水産省農村振興局農村政策部鳥獣対策・農村環境課課長補佐（脱炭素化推進班担当）　�浜田謙二郎

農村環境編

34	 �生きもの指導者養成全国研修会で確認した生きものの紹介
（一社）地域環境資源センター　農村環境部　研究員　�山本　天誠

41	 �農業農村整備事業と環境配慮
ナマズのがっこう　事務局長　�三塚　牧夫

センタ−だより
48	 令和８年度（一社）地域環境資源センター研修会等の予定（案）
49	 研修等の案内
49	 　令和８年度　業務実施方針等説明会
49	 　令和８年度　農業集落排水施設管理基礎研修会
50	 開催報告
50	 　令和７年度　田園自然再生活動の集い
57	 　令和７年度　農業集落排水計画設計士技術講習会の開催
59	 報告「令和６年能登半島地震等の災害対応に関する感謝状授与」
60	 新規発刊図書等
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